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聖ヨゼフ園 ボランティア情報紙

「きょうだい児支援」のボランティア

ボランティアさん、

いつもありがとう！

それでは、実際の

活動の様子を

見ていきましょう！

きょうだい児支援では、参加者の子ども達にボランティアの方々がマンツーマンで関わって

もらいます。家庭で親の目が障がいのある子ども優先になりがちで我慢を強いられることの多

いと言われる子ども達に、ボランティアの方々が、活動への参加をサポートしたり、寄り添っ

て話を聞いたりすることで、子ども達が「主役」として楽しく過ごす時間を提供することがで

きます。

ボランティアの力は「きょうだい児支援」にとって欠かせない存在となっています。

きょうだい児支援には地域の方や、学生さんなどが
ボランティアとして、協力して下さっています！

・子ども達が帰る時に「次もまた来たい！」と言ってくれた。

自分も「また参加したい」と思いました。

・子ども達の表情や言葉から楽しんでくれているのが実感できたし、

自分自身もとても楽しかったです。

医療福祉センター聖ヨゼフ園では、平成29年より、障がいのある子どものきょうだい児を

対象とした、きょうだい児支援を行なっています。

今回は、きょうだい児支援の中でのボランティアについて、ご紹介したいと思います。

・短い時間だったけど、子ども達と一緒に過ごしていると、

子ども達の成長が実感できました。

ペアの子どもと協力して新聞紙

パズルを完成させます。

子どもと一緒に夢中になって

しまいます。

子どもと一緒に思いっきり身体を

動かします。

雰囲気が盛り上がり、気分が

乗ってきます。

（そっぽ向きリレー） （新聞紙パズル）

（紙すき体験） （グラスペイント）

初めての体験に私もドキドキ。

子どもの話を聞き、一緒に

作品を作るお手伝いをします。

子ども達の創造力やアイデアに

驚きました。

似顔絵まで書いてくれました！

子どもたちは自ら進んで

お手伝い！とても賑やかで、

まるで家族みたい。

子どもたちが主役となる時間。

頑張ったことをみんなに伝えます。

私も陰ながらサポートします。

レクリエーション

創作活動

食事・おやつ 作品発表会

きょうだい児支援に参加して

活動場面と参加されたボランティアさんの声

第1回きょうだい児支援。 子ども達、ボランティアみんなで

「はい、チーズ！！」


